子どもが安心する地域の居場所「こども食堂」
子ども食堂って、どんなところ？ 
子ども食堂とは、子どもたちが一人で食事をする「孤食」を避け、あたたかくて栄養のある食事をみんなで楽しく食べられるようにと始まった、地域密着型のコミュニティ活動です。2026年8月現在、品川区内には39ヶ所の子ども食堂があります。
今回は、品川区ゆたかちょうで子ども食堂を営んでいる「子ども食堂灯台」の木下さんにお話を伺いました。

１「子ども食堂灯台」がだいじにしていることとは？
子ども食堂は、単に「お腹を満たす場所」だけではありません。家でも学校でもない、子どもたちが安心して過ごせる**「第3の居場所」**です。

新しいつながりが生まれる場所
おいしいご飯を囲むことで自然と会話が生まれ、大人と子ども、あるいは子ども同士の新しいコミュニティが広がっています。

栄養満点のメニュー
育ち盛りの子どもたちのために、栄養バランスを考えたメニューが提供されています。

２「子ども食堂灯台」の運営と温かい支援の輪
ゆたかちょうの「子ども食堂灯台」は、地域のさまざまな支援に支えられながら運営されています。

営業とお申し込みについて
開催日：月末の土曜日
時間枠：17時10分から/18時10分から/18時50分から（各回12人の完全予約制）

運営を支える支援・寄付のネットワーク
支援元　しながわ子ども食堂ネットワーク
支援・寄付の内容　つき7,000円の運営支援、野菜やお菓子の提供
支援元　一般社団法人miraie
支援・寄付の内容　朝ごはん用のランチパック、野菜ジュース、お菓子、ドライフルーツ、チョコレート
支援元　城南信用金庫
支援・寄付の内容　新米30キロの寄付（お米高騰時、うどんやパスタが続いていたため大変重宝したそうです）

今後の展望
一般社団法人miraieの寄付を活用し、今後は「おにぎりとお味噌汁」といった朝食の提供も検討しているそうです。
３　こども食堂を始めるには？
「資格やノウハウがないと難しいのでは？」と思われがちですが、講習を受ければ誰でも始めることができます。
開設にあたっての第一歩は保健所への登録（審査）です。主に以下のような衛生・設備基準がチェックされます。
普段生活で使っているキッチンはNG（専用の調理スペースが必要）
コンロが2口以上あること
キッチンとトイレが別のスペースに隔離されていること

これらの審査をクリアすれば、福祉センター、教会、公民館など身近な施設で開催することが可能です。
まずは、保健所へお問い合わせください。

最後に：地域の絆を育む「あたたかな食卓」へ
共働き世帯の増加や「孤食」が課題となる現代において、子ども食堂は子どもたちに「ひとりじゃないよ」「ここで待っているよ」というメッセージを届ける大切な役割を担っています。困ったときに頼れる大人が近くにいる環境は、未来を担う子どもたちの成長に欠かせません。

子ども食堂は、お腹をすかせたお子さんはもちろん、親御さんや地域の人々など、世代を超えて誰でも気軽に集まれる交流の拠点です。

その多くは、地域の有志やボランティアの手によって運営されています。
「食事を作ってみたい」
「子どもたちの笑顔が見たい」
「自分も地域の役に立ちたい」

そう感じたかたは、ぜひお近くの子ども食堂を訪ねてみてください。あなたも、地域の絆を育むあたたかな食卓に参加してみませんか？
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